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2015 年度首都大学東京小笠原公開講座他の概要報告
 舛本直文（首都大学東京大学教育センター／大学院人間健康科学研究科
　　　　　  ヘルスプロモーションサイエンス学域）
要　　　約
首都大学東京小笠原研究委員会の 2015 年度第 3 回の公開講座として「2020 年東京オリ
ンピック・パラリンピック大会：小笠原でできることは？」と題して、また小笠原高等学
校で全校生徒による「オリンピック学習会」を同時に開催したので、その概要を報告する。
Ⅰ．はじめに
首都大学東京小笠原研究委員会の 2015 年度の活動の一環として、小笠原高等学校での
「オリンピック学習会」と首都大学東京の第 3 回公開講座「オリンピック・パラリンピック
講演会」を行った。2020 年東京大会に向けて「オールジャパン、オール東京」体制で成功
させようという気運が高まっているが、東京都に所属する小笠原村における取り組み状況
を把握しながら村民の関心を高めていくことが求められている。また、東京都の 2014 年度
のオリンピック学習教育推進校（東京都教育庁指導部指導企画課、2015）として取り組ん
できた小笠原高等学校においても、さらに一層の学習を推進する必要がある。そのために、
都の教育庁指導部の支援も受けながら、小笠原村でオリンピック・パラリンピック教育を
実施した。
Ⅱ．小笠原高等学校でのオリンピック・パラリンピック教育
2015 年度小笠原高等学校の保健体育科の授業 2 コマを使って「オリンピック・パラリン
ピック教育」を実施した。日時は、平成 27 年 9 月 15 日（火）10:20－12:10、場所は視聴覚
室、対象は小笠原高等学校の全生徒 44 名（男子 23 名；女子 21 名、1 年生 13 名；2 年生
13 名；3 年生 18 名）である。授業の担当者は体育の新戸政輝教諭、それに加藤隆校長の支
援を頂いた。2 時間続きの授業の大きな構成は、（1）グループ学習による事前調べ学習（20
分）と生徒達のプレゼンテーションによる情報の共有（10 分）、（2）特別講師による講演
（30 分）、（3）再度グループ学習による事後学習とまとめ（20 分）と生徒達のプレゼンテー
ション（10 分）、という 3 部構成であった（図 1）。
指導案（付録 1）に示されているように、本時の目標は「2020 年東京オリンピック・パ
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ラリンピック大会まであと 5 年、小笠原高等学校生達が今後 5 年間でいったい何ができる
か、オリンピック・パラリンピックの根本を理解しながら、自分で関われることを考えま
とめていくことを目的とする。さらに、自分で関われることを見越して計画を積み上げ、
ロードマップでそれを可視化していく能力を養うことも目的とする。」というものである。
授業は「学習スタイルはグループ学習とし、皆で協力しながら、ICT を活用し、最終的に
はまとめ上げてプレゼンテーションし、学んだことを共有するように配慮する。」いう方針
で進められた。
1．事前調べ学習とプレゼンテーション
各学年を 3 グループに分けてグループ学習を行った。視聴覚室の PC を利用して情報収
集するワークである。第 1~3 群の課題は「ピエール・ド・クーベルタンという人物とは？」、
第 4~6 群の課題は「オリンピズムとオリンピック・ムーブメントとは？」、第 7~9 群の課
題は「長野の 1 校 1 国運動とは？」であり、全グループに「オリンピックのボランティア
にはどのようなものが考えられるか？」という共通課題を課した。全グループとも 2 台の
PC を用いてインターネットを活用して調べることにした。そこで分かったポイントを付箋
に書き出して模造紙に貼り付け、事項のグルーピングや関係づけをして、カラーマーカー
で要点を書き込んだり関係性を矢印などで図示したりすることにした。第 1、第 4、第 7 グ
ループが模造紙のまとめに従って、それぞれ 3 分間のプレゼンテーションを行った。それ
図１　小笠原高等学校視聴覚室でのオリンピック・パラリンピック学習会の様子
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ぞれのグループの発表は要点を押さえながらも個性あるまとめを行っていた（図 2）。
2．講演
舛本による講演は「知っておきたい基礎知識：オリンピック・リテラシー」と題し、「All 
Japan，all Tokyo と言うけれど、小笠原では？」「2020 年、小笠原高等学校卒業生達は何
をする？　在校生達は何ができる？」と副題を掲げて問題提起しながら、生徒達に考えて
もらう内容にした。先ず、オリンピックのシンボルマークを書くクイズから導入した。こ
れは普段よく見ているにもかかわらず、なかなか正確には書けない問題である。5 つの輪
の W 型の形は 3 分の 1 位の生徒が描くことができたが、配色となると正解者がぐっと減
る。実際に形と色まで描けたのは数名しかいなかった。その後、シンボルマークの歴史的
経緯や込められた意味について確認しておいた。
講演では、先ずクーベルタンという人物と彼のオリンピック思想である「オリンピズム」
およびそれに基づいて展開される「オリンピック・ムーブメント」について整理しておい
た（公益財団法人日本オリンピック委員会、2015）。続いて、1998 年長野冬季大会で展開
され、その後世界的に広まっていき各大会で実施されている「1 校 1 国運動」（小出、
2002）の内容と長野以降の各大会での展開について紹介した。これらは生徒達がグループ
学習で調べた課題の再確認という位置づけとなるものであった。
図 2　事前グループ学習の様子
長野の 1 校 1 国運動について調べまとめている。
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引き続き「オリンピックでのボランティア活動」について、2012 年ロンドン大会、2014
年ソチ冬季大会および 2014 年南京ユースオリンピック大会の取材に基づいて、写真を見せ
ながらどのようなボランティアが活動していたのか紹介した。観光、文化プログラム、飲
み物販売、会場案内、警備、受付、選手村内の通訳など、多くのボランティア達が活躍し
ていたことを紹介しておいた。その後は生徒達が今後の進路に合わせて考えることができ
るように、生徒達が各自の関心や進学後の専門性を生かしたボランティアとして、以下の
ような例示をした。語学系：通訳、芸術系：文化プログラム、観光系：都市 ･ 観光、環境
系：環境教育、IT 系：情報関係・IT セキュリティ、メディア系：TV 放送・SNS、体育
系：大会競技・イニシエーションプログラムなどである。
最後に、2020 年東京大会の 5 つのアクション＆レガシーとして、スポーツ ･ 健康、文化
･ 教育、復興・オールジャパン・世界への発信、街づくり・持続可能性、経済 ･ テクノロ
ジーという 5 本柱が掲げられているが（公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会、2015）、そこには平和の視点が幾分欠落していることを指摘しておい
た。高校生達には、小笠原でできることとして、組織委員会が提示したこれらの 5 本柱だ
けでなく、いろいろな関わり方が可能であること、それに活動テーマを当てはめていけば、
相当多くの関わり方ができることを話しておいた。例えば、関わり方には「する ･ 観る・
支える・交わる・学ぶ・伝える」の 6 つが考えられる。活動のテーマ例としては、スポー
ツ・オリパラ学習・文化プログラム・聖火リレー・ボランティア・国際交流などの 6 領域
T O K Y O  M E T R O P O L I T A N  U N I V E R S I T Y 12015 小笠原高校オリパラ学習会
小笠原でできること：組織委員会の5本柱
１．スポーツ・健康（健やかな長寿生活）
２．自然・文化ツーリズム（観光，村づくり，持続可能性）
３．文化・教育（ヒューマン・レガシーを大切に！）
４．経済・テクノロジー
５．復興・All Japan 世界発信
◎関わり方「する・見る・支える・交わる・学ぶ・伝える」
◎テーマ例 X ６つの関わり ＝> 実践
スポーツ
オリパラ学習・2校1国運動
文化プログラム
聖火リレー
ボランティア
国際交流
図 3　パワーポイント資料（6×6 の実践例）
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が考えられる。そうすると、可能な関わり方は 6×6=36 通りとなる。このような多様な関
わり方が可能であることを参考に伝えた（図 3）。　　　　　
3．グループ学習：2020 年への関わりとそのためのロードマップの作成
上記の講演を受け、再度 9 グループでワークを行った。テーマは「2020 年にはどのよう
な関わり方をしたいか？そのためにはどのような準備をしていけば良いのか？」について
各グループで話し合い、今日から 2020 年までの準備や活動のロードマップを作成すること
にした。特に、当日生徒達がグループ活動で事前学習したこと、講演で学んだオリンピッ
ク ･ リテラシーを振り返りながら、今できることを考える、というのがこのワークの狙い
である。
各グループともグループ全体でできることと、各自個別にできることの区別に困惑して
いた感があるが、それぞれが考えるゴールを先ず押さえ、それが可能になるために今から
準備していく必要があることを付箋に書き出し、模造紙に貼り付けていった。完成した
ロードマップは第 2、第 5、第 8 グループが 3 分ずつ発表して、皆で共有した。全グループ
のグループワークの成果は掲示板に張り出すことになっている。最後に簡単に本時のまと
めを行い小笠原高等学校での「オリンピック・パラリンピック学習会」を終了した（図 4）。
図 4　ロードマップ作成の様子
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4．アンケート調査結果の概要
「オリンピック・パラリンピック学習会」の成果を推測し今後の授業改善に生かしていく
ために事後の 9 月末に体育の授業時を利用してアンケート調査を行って頂いた（表 1）。
アンケート設問項目は以下の通りである。大きくは、事前の調べ学習のグループワーク、
調べた基本的な内容と講演内容、ロードマップの作成とまとめ、に関するものに大別され
る。各設問に対して「全くそう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」「あまりそう
思わない」「全くそう思わない」の 5 段階尺度で回答してもらった。
＜設問項目＞
 1．調べ学習のグループワークに積極的に参加することができた
 2．調べ学習で他のグループが発表した内容を共有することができた
 3．調べ学習で視聴覚室の PC が役に立った
 4．「オリンピックのシンボルマーク」について理解することができた
 5．「クーベルタン」がどのような人物であるか理解することができた
 6．「オリンピズム」について理解することができた
 7．「オリンピック・ムーブメント」について理解することができた
 8．「オリンピック ･ パラリンピックのボランティア」について理解することができた
表１　アンケート調査結果
数値は 5 段階評価の平均値を示す。
設問
学年比較 男女比較
1 年 2 年 3 年 全学年 男子 女子
1 3.3 3.7 4.2 3.8 3.6 4.0
2 3.4 3.7 4.4 3.9 3.8 4.0
3 3.7 3.7 4.1 3.9 4.0 3.8
4 3.8 3.9 4.3 4.1 4.0 4.2
5 3.5 3.2 3.7 3.5 3.5 3.5
6 3 3.7 3.7 3.5 3.6 3.3
7 2.8 3.9 3.7 3.5 3.6 3.4
8 3.2 4.1 4.1 3.8 3.8 3.8
9 3.4 3.2 3.2 3.6 3.3 3.9
10 3.1 3.4 3.4 3.5 3.3 3.8
11 3.2 3.7 3.7 3.8 3.6 4.0
12 3.2 3.7 3.7 3.7 3.7 3.8
13 3.2 3.4 3.4 3.5 3.4 3.7
14 3.1 3.2 3.2 3.5 3.2 3.8
舛本：2015 年度首都大学東京小笠原公開講座他の概要報告
― 63 ―
 9．2020 年東京大会に積極的に関わりたいと思うようになった
10．自分自身が関わりたいと思うことに対してロードマップを考える事ができた
11．ロードマップ作成のグループワークに積極的に参加することができた
12．オリンピック・パラリンピックについて理解することができた
13．この授業は自分の将来を考えるのに参考になった
14．この学習会はおもしろかった
以下、表 1 から窺えるアンケート結果の考察の概略である。
 1． 「1 年生の評価が概して低い」：その理由は、最後尾に位置したせいで PC の数が少な
かったこと、および模造紙に書き込む作業がしにくかったこと、あるいは指示が良く
聞こえなかったかもしれない、ということが推察された。
 2． 「3 年生の評価が概して高い」：3 年生は、卒業間近で割と関わり方が見えやすいのかも
しれない。
 3． 「シンボルマークについての理解」：かなり高いのは、クイズの効果があるのかもしれ
ない。しかしながら、オリンピックの基礎的知識（オリンピック・リテラシー）につ
いては残念ながら理解度が思ったより低い傾向が窺えた。
 4． 「2020 年東京大会への関わり」：3 年生ほど高いしロードマップ化への関与も高い。進
路が東京の場合が多いと関心が高くなり、身近に感じる度合いが高くなったかもしれ
ない。
 5． 「1 年生を除き、ボランティアへの理解が高い」：学習の深化に場所の影響や PC 数が
影響したようであり、それがボランティア活動の理解にも反映したようである。
 6． 「調べ学習の効果は高いようである」：事前に自分たちで調べまとめることが主体的な
学びに繋がる可能性が高いのかもしれない。
 7． 「3 年生へのキャリア教育」：まずまずの効果があると推察される。
 8． 「学習会の面白さ」：まずまずの合格点であるが、3 年生を除き、予想より低かったの
が残念である。この反省として、生徒たちの関心やニーズを事前に把握する必要性が
あるのかもしれない。
 9． 「女子の理解度や参加度、関与度が高い」：2020 年大会への関わりやロードマップ化へ
の関与も高いし、将来を考えるキャリア教育や面白さの評価も高いようである。この
男女差の要因は不明である。
以下、本授業を担当された新戸先生によるアンケート結果に対する感想である。
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 1． 1 年生は最後尾でパソコンの数も他の学年より少なかったため、生徒の参加度も低かっ
たため、評価が低いと感じます。
 2． オリンピックの基礎知識については、パソコンを使っていた生徒は自分で調べている
ので、学んでいると思うのですが、その他の生徒については、パソコンを使用してい
なかったため、参加度が低く、理解もあまり高まらなかったのだと感じます。
 3． 深い理解へはたどり着くのは難しいと思いますが、オリンピックにはこんな関わり方
があるんだという入り口として、生徒の中に理解されたように感じます。
最後に、このオリンピック学習の授業とアンケートを実施して頂いた新戸先生によるま
とめのコメントを紹介させて頂く。「生徒たちからも『面白かった』『こんなにオリンピッ
クが深いとは思わなかった』など、オリンピックへの考え方が変化したように思います。
今後、オリンピック教育についてできることを考えていきたいと思っております。」という
コメントを頂いた。小笠原高等学校のオリンピック・パラリンピック学習の継続的な取り
組みと今後の発展を期待している。
Ⅲ．首都大学第 3 回公開講座：オリンピック・パラリンピック講演会
2015 年度第 3 回の首都大学東京の公開講座を実施した。日時は 2015 年 9 月 16 日 19:30-
21:00、会場は小笠原ビジターセンターである。参加者は残念ながら 11 名と少数であった。
以下はその概要の報告である（図 5 参照）。
1．はじめに：オリンピック・クイズ
恒例のオリンピックのシンボルマーククイズからスタート。日頃注意していないと全く
正解できないクイズである。イントロダクションは 1964 年のヒーロー・ヒロイン達の映像
を用いて「誰か知っていますか？」という 1964 年の記憶を呼び戻すことから始めた。1964
年東京大会の映像イメージは団塊世代以上には懐かしい記憶である。しかし、メダリスト
中心である。2014 ソチ冬季大会に関してはまだ新鮮な記憶が残っている。しかし 2012 年
ロンドン大会となるともう記憶がかなり消え去っている。メディアの関心はメダリストば
かり。メディアが作り上げるオリンピックのイメージに支配されている我々である。その
ため、注意して気にしてないとイメージとして残らないものが多くある。その典型例が、
オリンピック・シンボルマークである。オリンピック・クイズの正解と誤解やユニークな
回答、本来の意味を伝えておく。オリンピックの本来の意味に関心がなく、誤解の多いの
は日本の「オリンピック教育」の不在故である。オリンピックへの期待や一般的なイメー
ジ、2015 年段階の関心事は経済波及効果やインフラ整備、メダルや会場や合宿地などばか
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りである。これでいいのだろうか？そのため、「1964 年の継承から 2020 年への飛翔へ！」
と題して講演することにした。
2．オリンピック・レガシー（遺産）とは
最近のオリンピック開催では「レガシー（遺産）」ということが重要視される（舛本・本
間、2014）。なかなか分かりづらい概念である。そのため、「レガシー・キューブ」という
立方体として対照的な 3 軸構成で説明する方法をとることが多い（間野、2013）。計画的―
非計画的、目に見える－目に見えない、肯定的－否定的という二項対立の 3 軸である。
1964 年東京大会のハードレガシーとして、競技場群と新幹線や地下鉄、モノレールなどの
都市インフラ整備など、計画的で形に残り、目に見える肯定的なレガシーの例を紹介した。
しかしながら、「オリンピズム」の本来の意味を確認し、64 年東京大会の目に見えない、
形のないレガシーの重要性を確認し、以下のようなレガシーを紹介した。スポーツレガ
シーとしてスポーツ少年団、ママさんバレー、世界初のパラリンピック、文化レガシーと
して亀倉雄策のポスター、ピクトグラム、世界初のオリンピック教育、オリンピック国民
運動、公式記録映画『東京オリンピック』（市川崑監督、1965、東宝）、技術レガシーとし
て、IBM の IT レガシー、カラーテレビと宇宙中継などである。　　　　　
　　　　　　　　　　 図 5　 首都大学東京第 3 回公開講座ポスター 
http://www.tmu-ogasawara.jp/info_20150831.html
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3．2020 TOKYO への飛翔
2020 年大会招致段階のスローガンは「Discover Tomorrow ～未来（あした）をつかも
う」である。この表記が示すように、2020 TOKYO はグローバル社会に対応した標語であ
り、オリンピック・パラリンピックを通じて社会を変える好機である。そのために「ス
ポーツの持つ力」を最大限活用する必要がある。2020 年東京大会の開催基本計画では 3 つ
のコンセプトと 5 つのアクションが示されているが（公益財団法人東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会組織委員会、2015）、2020 TOKYO という表記によって、64 年の継
承から 2020 への飛翔が重要である。そのために「ヒューマン・レガシー」という考え方が
ポイントになることを紹介した。
2020 TOKYO で一体何ができるのか？学校で、地域で、民間で。各省庁の計画例として、
経済産業省、総務省、文科省の事例を紹介したが、経済効果、日本文化発信、テクノロ
ジー、メダル志向の計画案ばかりである。オリンピズムの 3 本柱は「スポーツ・文化・環
境」であり（舛本、2008）、最終目標が平和な世界の構築に寄与することであることを再確
認し、異文化交流、環境対策、平和運動などの重要性を指摘した。それを踏まえた上で、
各自が主体的、積極的な関わりをすること、その際には「する・観る・支える・交わる・
学ぶ・伝える」という 6 つの多様な関わり方があることを紹介した。
4．小笠原でできること：オール東京として
最後は東京都の 1 区市町村としての小笠原村でオール東京としてできることを紹介し、
受講者皆で考えることにした。学校ではオリンピック・パラリンピック教育が開始される。
「1 校 1 国運動」に倣った国際交流学習も実施される。小笠原全島で可能な文化プログラム、
各地区で勝手連として応援国を決める「1 地区 1 国運動」、障害者スポーツやシニアスポー
ツ振興などである。大会中には、聖火リレーの島嶼部リレーを要望し、小笠原丸でリレー
する案、大会中のパブリックビューイング、開会式への IT 活用した同時参加などの私案
を紹介した。大会後のレガシーとして遺される必要があるものとして、コミュニティス
ポーツ振興、自然 ･ 文化ツーリズム、そして人間的成長の証である「ヒューマン ･ レガ
シー」も指摘した。
小笠原でできることとして、前夜のナイトツアーでガイドの人が提案していた聖火リ
レー案を紹介した。「バロン西中尉が戦死した硫黄島から出発して、小笠原諸島を聖火リ
レーで回ることによって、オリンピック・パラリンピックの祝祭と平和希求のメッセージ
を発信してはどうか」という提案である。 
最後に Q&A の時間を取って終了となった。同夜には映画鑑賞会と音楽コンサートが重
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なったこと、小笠原丸の出航前夜であったことなどの条件が重なり、参加者が少なかった
のが悔やまれたが、出席者の方々からは多くのご意見を頂いた。今後の活動を期待したい。
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付録１
保健体育科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成２７年９月１５日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：２０～１２：１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　象　生徒４５名（男子２３名、女子２２名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　東京都立小笠原高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　場　東京都立小笠原高等学校　視聴覚室
１　本時の目標
　2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会まであと 5 年、小笠原高等学校生達が今後 5 年間でいったい何が
できるか、オリンピック・パラリンピックの根本を理解しながら、自分で関われることを考えまとめていくことを
目的とする。さらに、自分で関われることを見越して計画を積み上げロードマップでそれを可視化していく能力を
養うことも目的とする。学習スタイルはグループ学習とし、皆で協力しながら、ICT を活用し、最終的にはまとめ
上げてプレゼンテーションし、学んだことを共有するように配慮する。
２　本時の展開
時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
10：20
（2 分）
○グループごとに着席
　・ 着席場所の資料を見ながら、各学年 3 グループに分かれて着席。
○机上に資料を置いておき、
その場所に座るように指示
を出す。
○号令
　・ 全員が時間になったら号令をし、授業を開始する。
○プロジェクターに着席場
所、グループ分けの資料を
提示する。
10：23
（7 分）
○講師紹介
　・ 講演会に至った経緯、学習内容の確認、講師の紹介を行う。
○パワーポイントで本時の
説明を行う。
10：30
（5 分）
○本時の説明
　1 、事前学習：グループごとにインターネットを使用して、テーマに
ついて調べる。
　2、調べた内容を全員で共有する。
　3、舛本先生による講演会
　4、 事後学習：「自分の関わり方を計画する」ロードマップ作成
　5、ロードマップの発表
　6、まとめ
○パワーポイントで事前学
習の各グループのテーマを
提示しておく。
10：35
（20 分）
（10 分）
○事前学習（グループワーク）
　・ 1 ～ 3G「ピエール・ド・クーベルタンという人物とは？」
　・ 4 ～ 6G「オリンピズムとオリンピック・ムーブメントとは？」
　・7 ～ 9G「長野の 1 校 1 国運動とは？」
　・ 全 G「オリンピックのボランティアにはどのようなものが考えられ
るか？」について、インターネットを使用して調べる。
　・ 調べてわかったことについて付箋に記入し、プリントに張ってまと
めておく。
　・ 1G、4G、7G が発表し、他グループの調べた情報を共有する。
　　➢調べた情報をもとに、舛本先生の講演会を聞く。
○パワーポイントで資料を
示しながら講演。
11：05
（30 分）
○舛本先生による講演会
　　 「2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会：あと 5 年、君た
ちは何を目指すのか？」
○模造紙、ポストイット、
マーカーを配布
11：35
（20 分）
（10 分）
○事後学習（グループワーク）
　　 「2020 年にはどのような関わり方をしたいか？そのためにはどのよ
うな準備をしていけば良いのか？」について各グループでロード
マップを作成。
　　➢ 今日学んだことを振り返りながら、今できることを考える。
　・2G、5G、8G が発表
○作成した模造紙は掲示板
に掲示。
12：05 ○まとめ
12：10 ○号令
